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２　分析
　　平成28年度のごみの収集量（家庭系一般廃棄物）の合計は20,605トンで、前年
　度対比480トン、2.3%の減少となったものの、「飯田市一般廃棄物（ごみ）処理
　基本計画」（平成24年度～28年度）における計画値20,562トンとの比較では、
　43トン上回りました。

（１）処分ごみについて
　　燃やすごみと埋立ごみを合わせた処分ごみの収集量は14,702トンで、前年度対
　比27トン、0.2%の減少となりました。
　　平成28年度は、埋立ごみとして行政代執行により処理した大量の不法投棄ごみ
　等を200トン受け入れたことから全体の収集量が2.5％増加しましたが、この不法
　投棄ごみ等を除いた場合の処分ごみの収集量は、前年対比146トン、6.8%の減少
　となります。
　　燃やすごみの収集量は、平成24年度をピークに、人口減少の影響も受けて横ば
　いから微減で推移しています。平成28年度は前年対比81トン、0.6％の減少とな
　りました。
　　埋立ごみの収集量は、平成21年度以降、減少から横ばいの状況が続いてきまし
　たが、平成27年度に火災ごみを120トン受け入れたことで増加に転じ、平成28年
　度は行政代執行により処理した不法投棄ごみ等を200トン受け入れたことでさら
　に増加しました。両年度とも特殊な事情を除けば、引き続き横ばいに推移してい
　る状況となります。

（２）資源ごみについて
　　資源ごみの収集量は5,903トンで、前年度対比453トン、7.1%の減少となりま
　した。中でも紙資源の収集量が前年度対比13.0%減少し、最も大きな減少率とな
　りました。また、ペットボトルについても前年度対比5.7%減少し、大幅な減少率
　となっています。
　　減少の主な理由は、その利便性から市内の大規模小売店舗などで行われている　　減少の主な理由は、その利便性から市内の大規模小売店舗などで行われている
　資源物の店頭回収を多くの市民が利用するようになったためで、平成28年度に新
　たに大型量販店２店舗での店頭回収が開始された影響が出ています。この傾向は
　しばらく続くと考えられます。
　　ガラスびんについては、全国の出荷実績（日本ガラスびん協会の調査）が前年
　度を下回り、流通・消費されました。当市においてもその状況と同様に収集量は
　減少となりました。
　　また、プラ資源（プラスチック製容器包装）の収集量は、多くの商品にプラス
　チック製容器包装が使用されるようになっている影響も受けて、ほぼ横ばいから
　増加で推移しました。旧市内の一部地域において分別収集している生ごみの収集
　量は、昨年度に大きく減少しましたが、今年度は昨年度並みの排出量となりまし
　た。

（３）再資源化率について
　　資源ごみの重量をごみの収集量総量で除した再資源化率は28.6%と、前年度よ
　り1.5ポイント減少しました。昨年度に引き続き、紙資源の収集量の減少が大き
　く数値に影響しています。

（４）一人あたりごみの収集量について
　　埋立ごみが前年対比2.9%増加しましたが、行政代執行により処理した大量の
　不法投棄ごみ等を受け入れた影響です。


